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                             運営委員氏名（  角田 智彦  ） 

研究テーマ 児童生徒がなりたい自分に近づく指導の在り方 

～個別の教育支援計画と個別の指導計画を生かした授業づくりを通して～ 

研究目標 就労や将来の生活に必要な自立に向け、必要な力を身に付けさせるために、適切
な実態把握を行い、個別の教育支援計画、個別の指導計画に基づいた適切な支援や
指導の在り方を授業実践を通して探る。 

研究内容・方法 

研究計画等 

 

研究の概要 

 ・研究経過 

 ・研究成果等 

○研究の概要 
児童生徒の実態に応じた「なりたい自分」や自立に向けた目標を設定し、個別

の教育支援計画や個別の指導計画に基づいた学習活動を計画的に行うことで、個
々に応じた適切かつ効果的な支援や指導の在り方を明らかにできるのではないか
という仮説の下、３か年計画で研究を進める。 

 
○研究経過 

年３回の指導主事訪問を通して、研究の進め方や評価について助言を頂いた。
また、校内研究日には、研究テーマである「なりたい自分」の捉え方や、個別の
指導目標、手立てを意識した授業づくりに関するワークショップ型研修を実施し
た。 

 
○研究成果 
【成果】 
・指導主事訪問では、「誰を主体に研究を進めるのか」や「なりたい自分」の目
標を段階的に設定することなど、研究の方向性について助言を頂き、課題が明
確になった。 

・校内研究日に、小学部・中学部・高等部の研究部員が各学部における研究テー
マの捉え方や今後の方向性を説明したことで、研究テーマと児童生徒の実態と
のずれや、教員の疑問、研究上の課題などが共有されやすくなった。 

 
【課題】  
・９月の校内研究日では、１月の指導主事訪問に向けて、「なりたい自分」の目
標設定と教科・学習指導要領との関連について、対象児童生徒を例にワークシ
ョップ型研修を行った。その中で、目標の範囲が広すぎて教科と結び付けにく
いという意見が出る一方、個別の教育支援計画や児童生徒の実態を踏まえた目
標設定が、児童生徒主体の研究につながるという視点も得られた。こうした反
省を部会で整理し、次回に生かしていきたい。 

・研究を進める上で大切にしたい視点やキーワード、児童生徒に何を学ばせ、ど
のような変容を期待するのかを教員間で共有することが求められた。次年度の
事例研究に向けては、研究の方向性をより明確に示していきたい。 

 

※本様式内で簡潔にまとめてください。なお、項目名や枠の大きさは任意に変更していただいて結構です。 


